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中国宋代の詩人蘇軾の以下の作品について注解を施す。括弧内の数字は東北大学中国文学研究室作成『蘇東坡詩作品表』による通し番号。欧陽叔弼訪わる。陶淵明が事を誦して其の絶識を嘆ず。既に去る。感慨已まずして此の詩を賦す（一八一六）劉景文が至るを喜ぶ（一八一七）雨を張
公に
りて、既に応あり。劉景文詩有り、韻に次す（一八一八）
劉景文が家に楽天の身心問答の三首を蔵す 戯れに一 を其の後に書 （一八一九）
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西湖にて戯れに作る（一八二〇）欧陽季黙の闕に赴くを送る（一八二一）前韻を用いて雪の詩を作り、景文を留む（一八二二）
一八一六（施三一―四）歐陽叔弼見訪誦陶淵明事
其絶識
去感
不已而賦此詩
欧おう
陽よう
叔しゆく
弼ひつ
訪とわる。陶
とう
淵えん
明めい
が事
こと
を誦
しよう
して其
その絶
ぜつ
識しき
を嘆
たん
ず。既
すで
に去
さる。感
かん
慨がい
已やまずして此
この詩
しを賦
ふす
1　
淵明求縣令 　　　
淵えん
明めい
が県
けん
の令
れい
を求
もと
むるは
2　
本
食不足 　　　
本もと食
しよく
の足
たらざるに縁
よれり
3　
束
向督郵 　　
束そく
帯たい
して督
とく
郵ゆう
に向
むかわんこと
4　
小屈未爲辱 　　　
小しよう
屈くつ
にして未
いま
だ辱
はじ
と為
なさず
5　
然賦歸去 　　　
翻ほん
然ぜん
として帰
き去きよ
を賦
ふす
6　
豈不念窮獨 　　　
豈あに窮
きゆう
独どく
を念
おも
わざらんや
7　
重以五斗米 　　
五ご斗との米
こめ
を以
もつ
て
8　
折
營口腹 　　　
腰こし
を折
おって口
こう
腹ふく
を営
いとな
まんことを重
はばか
ってなり
9　
云何元相國 　　　
云い
か
ん何ぞ 　
元げん
相しよう
国こく
10　
萬鍾不滿欲 　　
万ばん
鍾しよう
も欲
よく
を満
みたさず
11　
胡椒銖兩多 　　
胡こ椒しよう
は銖
しゆ
両りよう
にても多
おお
し
12　
安用八百斛 　　
安いず
くんぞ八
はつ
百ぴやく
斛こく
を用
もち
いん
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13　
以此殺其身 　　　
此これを以
もつ
て其
その身
みを殺
ころ
す
14　
何啻鵲抵玉 　　
何なん
ぞ啻
ただ
に鵲
かささぎ
を抵
うつ玉
ぎよく
のみならんや
15　
往
不可
　　　
往おう
者しや
は悔
くゆ可
べからず
16　
吾其反自燭 　　　
吾われ其
それ反
かえ
って自
みずか
ら燭
てら
さん
元祐六年（一〇九一） 、五十六歳の作。○欧陽叔弼
 
欧陽修の第三子である
ひ（字は叔弼）のこと。 『蘇軾詩注解（十三） 』に収める作品番号一七八七の詩題
の注を参照。
1
2○淵明・本縁二句
 『宋書』陶潜伝に、 「親朋に謂いて曰く、
「
聊か弦歌して、以て三径の資と為さんと欲す。
可なるか
」
と。事を執る者之を聞きて、以て彭沢の令と為す」とある。ここにいう「弦歌す」とは、 『論語』陽貨
にもとづいて地方の長官であることを意味する。蘇軾は「笑う莫かれ
 
銀杯の小なるを」詩（ 『蘇東坡詩集』第三冊
四七六頁）で、 「陶潜は一県令、 独り飲んで仍お独り醒む」と詠じている。その注も参照。食不足は、 韓
「仕に従う」
詩 （ 『韓昌黎集』 巻五） に、 「閑に居れば食足らず、仕に従えば力任
たえ難し」 とある。
3～
8○束帯～折腰六句
 『宋書』
陶潜伝に、 「郡
 
督郵を遣わして県に至らしむ。県吏
 
応に束帯して之に見
まみ
ゆべしと白
いう。潜
 
嘆じて曰く、
「
我れ五
斗の米の為 腰を折りて郷里の小人 向かうこと能わず
」
と。即日、印綬を解きて職を去り、
「
帰去来
」
を賦す」と
ある。 督郵は郡の役人で、 属県を巡察して の役人に不正や怠慢があればこれを摘発した。 小屈はすこしの辛抱をいう。『三国志』蜀書・郤
げき
正せい
伝に、 「小
すこ
しく屈して大いに申
のべ、公を存して私を忽
おろそ
かにす。尺は枉
まがると雖も尋は直く、終に
は光を揚げて以て発揮するなり」とある。翻然はいきなり。蘇軾は「劉長安が薛周の逸老亭に題す に和す。……」詩（ 『蘇東坡詩集』第一冊二五五 として衣を払って去る 親愛
 
挽けども留まらず」と詠じている。窮
独は貧しく孤独なこと。杜甫「述懐」詩（ 『杜詩詳注』巻五）に、 「沈思す
 
歓会の処、恐らくは窮独の叟と作らん」
とある。口腹は「帰去来の辞」の序（ 『陶淵明集』 嘗て 事に従いしは 皆な口腹の自ら役せしなり」と
蘇軾詩注解（十六）
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ある。
9～
12○云何～安用四句
 
元相国は元載（字は公輔）のこと。唐の代宗のとき中書侍郎にまで昇進したが、収
賄が甚だしく、ついには代宗の怒りを買って死を賜った。 『新唐書』元載伝に、 「其の家を籍
さしおさ
え、鍾乳五百両、詔して
中書門下の台省の官に分賜す。胡椒は八百石に至る」とある 万鍾はありあまる食料、あるいは手厚い俸禄をいう。『孟子』告子上
に、 「万鍾ならば則ち礼義を弁ぜずして之を受く。万鍾
 
我に於て何をか加えん」とある。銖両はご
くわずかな量をいう 『漢書』律暦志上に、 「二十四銖 両と為し、十六両を斤と為す」とある。斛も『漢書』律暦志上に、 「十升を斗と為し、十斗を斛と為す」とある。
14○鵲抵玉
 
施注では「抵鵲玉」に作る。貴重なものをつまら
ぬこと 用いること。 『塩鉄論』崇礼 、 「中国の鮮
すくな
しとする所、外国は之を賤しむ。南越
 
孔雀を以て門戸を珥
かざ
り、
崑山の
 
玉璞を以て烏鵲を抵つ」とある。王注に引く趙次公注に、 「抵は擲なり」とある。
15○往者一句
 
過ぎ去っ
たことは後悔しても及ば いこ をいう。韓
「謝自然の詩」 （ 『韓昌黎集』巻一）に、 「往きし者は悔ゆ可からず、
孤魂
 
深冤を抱かん」とある。
16○自燭
 
自らの戒めとすることをいう。 『詩品』巻上「魏陳思王植」に、 「爾
なんじ
 
鉛を
懐き墨を吮
すう者を俾
して
章を抱きて景慕し、余暉を映じて以て自らを燭
てら
さしむ」とある。
　
陶淵明が県令になろうと たのは、もともと食に事欠いていたからです 衣冠を正して督郵を迎えるくらい
のことは、わずかな辛抱であり恥辱とするほどのことでもなかったのです。　
それがいきなり「帰りなんいざ」をうたって辞職したのは、窮迫を考えなかったわけではありません。五斗
ばかりの米のために、腰をかがめて口を糊することの方がより惨
みじ
めだと考えたからです。
　
何としたことか元相国は、あ あまる俸禄 もなお満足しませんでした。胡椒などいささかあれば十分であ
り、八百石あっても用いようがありません。　
そのために身を滅ぼしてしまったのは、貴重な玉を鵲
かささぎ
に向かって投げるよりもなお惜しいことです。来し方
を悔いても詮ないこと、わたし これを自らの戒めといたしましょう。
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（担当 　　　
中 　
裕史）
一八一七（施三一―五）喜劉景文至
劉りゆう
景けい
文ぶん
が至
いた
るを喜
よろこ
ぶ
1　
天
小兒
傳呼 　　
天てん
明あけて小
しよう
児じ更こも
ごも伝
でん
呼こす
2　
劉已到城南隅 　　
ひげ
の劉
りゆう　
已すで
に城
じよう
南なん
の隅
すみ
に到
いた
る、と
3　
尺書眞是
手跡 　　
尺せき
書しよ　
真まこと
に是
これ
ひげ
が手
しゆ
跡せき
4　
坐熨眼知有無 　　
起き坐ざして眼
めを熨
のして有
う無むを知
しる
5　
今人不作古人事 　　
今きん
人じん
は古
こ人じん
の事
こと
を作
なさず
6　
今世有此古
夫 　　
今きん
世せい
に此
この古
こ
丈じよう
夫ぶ有あり
7　
我聞其來喜欲舞 　　
我われ其
その来
きたるを聞
ききて喜
よろこ
びて舞
まわんと欲
ほつ
す
8　
病自能
不用扶 　　
病やむも自
みずか
ら能
よく起
たって 　
扶たす
けらるるを用
もち
いず
9　
江淮旱久塵土惡 　　
江こう
淮わい
旱ひで
り久
ひさ
しくして塵
じん
土ど悪あしきも
10　
來
雨濯鬢鬚 　　
朝ちよう
来らい　
清せい
雨う　
鬢びん
鬚しゆ
を濯
あら
う
11　
相看握手兩無事 　　
相あい
看みて手
てを握
にぎ
りて両
とも
に事
こと
無なし
12　
千里一笑無乃
　　
千せん
里りの一
いつ
笑しよう　
無む
し
ろ乃迂
うならんや
13　
生
樂在
會
平へい
生ぜい
楽たの
しむ所
ところ
は呉
ご・会
かい
に在
あり
14　
老死欲葬杭與蘇 　　
老ろう
死しして杭
こう
と蘇
そとに葬
ほうむ
られんと欲
ほつ
す
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15　
江西來二百日 　　
江こう
を過
すぎて西
にし
に来
きたる 　
二に
百ひやく
日にち
16　
冷落山水愁
　　
冷れい
落らく
せる山
さん
水すい　
呉ご
しゆ
を愁
うれ
えしむ
17　
新堤舊井各無恙 　　
新しん
堤てい
・旧
きゆう
井せい　
各おの
おの恙
つつが
無なし
18　
參寥六一豈念吾 　　
参さん
寥りよう
・六
ろく
一いつ　
豈あに吾
われ
を念
おも
わんや
19　
別後新詩巧
寫 　　
別べつ
後ご　
新しん
詩し巧よく
も写しや
せん
20　
袖中知有錢塘湖 　　
袖しゆう
中ちゆう　
知しんぬ 　
銭せん
塘とう
湖こ有あらんことを
元祐六年（一〇九一） 、五十六歳の作。○劉景文
 
劉季孫（字は景文）については、作品番号一六二一「次韻して劉景文左蔵に答う」詩（ 『蘇軾詩注解（三） 』 ）
を参照。孔凡礼『蘇軾年譜』下冊一〇〇九頁によると、杭州にいた劉景文が隰
しゆう
州（現在の山西省）の知事として任地
に赴く途中に潁州に立ち寄ったのは十 月のことであ 。この時、五十九歳。
1○小児
 
ここでは蘇軾の子の
たい
（二十二歳）と過（二十歳）を指す。○伝呼
 
大声でリレーして伝えること。もと
は、高位の人物が出入りするときに役所の下僕たちが大声でそれを伝えること。 『漢書』蕭望之伝に「 （王）仲翁の出入りに倉頭・廬兒を従え、車より下りて門に趨
はし
り、伝呼すること甚だ寵す」とあり、その顔師古の注に「声を伝えて
侍従の者を呼ぶは、甚だ尊寵有るな 」とある。
2○
劉
 
劉景文はりっぱな
をたくわえていたのでこのように呼
称された。作品番号一七九五「劉景文が寄せらる 次韻す」詩（ 『蘇軾詩注解（十三） 』 ）を参照。○城南隅
 
南側
の町はず をいう。 「陌上桑」 （ 『楽府詩集』巻二八）に「羅敷
 
蚕桑を喜
この
み、桑を採る
 
城南の隅」とある。
3○尺
書
 
手紙をいう。杜甫の「唐興の劉主簿弟に逢う」詩（ 『杜詩詳注』巻一〇）に「手を分かつ 　
開元の末、連年
 
尺
書絶ゆ」とある。
4○熨眼
 
手のひらで眼をこすってよく見えるようにすること。 『雲笈七籖』巻三二「導引按摩」
に「平旦に両掌を以て相摩し 熱をして眼を熨
のして三たび過ぐ。次に又た指を以て目の四眥を按じて、人をして目明
らかならしむ」とある。李咸用「廬山」詩（ 『全唐詩』巻六四五）には「対
むか
えば猶お青くして眼を熨
のすがごとく、到
南山読蘇会
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れば必ず冷くして魂を凝らしむ」とある。
8○不用扶
 
助けを必要としないこと。杜甫「薛
せつ
三郎中
きよ
に寄す」詩（ 『杜
詩詳注』巻一八）に「馬に上るに扶けらる を用いず、扶けらるる毎に必ず怒嗔す」とある。
9○江淮
 
淮河流域か
ら長江に至る地をいう。潁州はそこ 位置す 。
10○鬢鬚
 
劉景文と蘇軾の耳ぎわから口周りにかけてのひげ
0
0。蘇軾
は、りっぱなひげをたくわえていたことから、 「
蘇」の称があった。
12○千里一笑
 
一目会って談笑するためには
千里の距離も遠しとしないこと。 『晉書』
康伝に「東平の呂安は康が高致に服し、一たび相思う毎に、輒ち千里駕
を命ず」と、
康と呂安との親密な交遊が語られている。
13○呉会
 
呉郡と会稽郡。曹植「自ら試みられんことを求
むる表」 （ 『文選』巻三七）に「剣を撫して東顧し、而して心已
すで
に呉・会に馳す」とある。
15○過江一句
 
蘇軾が杭州
を離れたのが元祐六年の三月なので、すで 二百日ほどの日数が過ぎたことをいう。
16○冷落一句
 「冷落」の用例
としては、銭起「山路に梅を見て感じ、而して作有り」詩（ 『銭仲文集』巻六）に「行客凄凉として過ぎ、村籬冷落して開く」とある。白居易「冬夜」詩（ 『白居易集箋校』巻六）に、 「家貧しくして親愛散じ、身病んで交遊罷む、眼前に一人無く、独り村斎を掩うて
す、冷落して燈火闇く、離披として簾幕破る」とある。ここでは「冷落」を動
詞ととらえ、自然の風景をさびしく荒涼とさせたと解 る その理由は蘇軾たちが杭州を去ってのち、山水を愛
めで詠
じてくれる詩人が不在 なってしまったからである。蘇軾 晁同年が九日に寄せらるるに和す」詩（ 『蘇東坡詩集』第四冊一四二頁）に「子をして窮愁せしむるは
 
天に意有り、呉中の山水
 
清詩を要す」の句があり、山水が詩人に
よって詠じられることを求めてい とする。 ことばをもたぬ造物が、 詩人 よ 美の完成を期待 ることについては、山本和義『詩人と造物』 「第一部
 
三
 
詩人と造物」 （研文出版）を参照。呉の地では美女を「
」という。陳後主「三
婦艶詩十一首」 その十 （ 『楽府詩集』 巻三五） に 小婦独り事無く、 淇上に呉
を待つ」 とある。蘇軾は呉の妓女たちが、
蘇軾と劉景文の不在によって詠じられるこ なく色褪せてしまった風景を悲しむというのである。作品番号一八二二の「前韻を用いて雪の詩を作り、景文 留む」詩の
3・
4句「劉郎去りて後
 
誰か復た来たらん、花下に人有り
 
心
断絶せん」と同構である。
17○新堤旧井
 
新堤は蘇堤を指し、旧井は唐代の六井をいう。蘇軾は杭州の知事だった元
祐五年（一〇九〇） 、西湖を浚って堤 蘇堤）を造設 唐代に造られた六井を改修した。西湖を浚ったことについ
蘇軾詩注解（十六）
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ては、作品番号一六九〇「林子中が寄せらるるに次韻す」詩（ 『蘇軾詩注解（八） 』 ）の注を参照。
18○参寥六一
 
杭
州の二泉。参寥泉は、智果院境内の湧泉で元祐四年、蘇軾が名付けた。作品番号一六二八「参寥上人初めて智果院を得……」詩（ 『蘇軾詩注解（四） 』 ）の注を参照。六一泉は、欧陽修を慕う杭州の僧恵勤の住まいから湧き出た泉であり、恵勤の死後 元祐五年にその弟子の依頼で蘇軾が命名した。蘇軾に「参寥泉の銘
 
びに叙」 ・ 「六一泉の銘
び
に叙」 （ともに『蘇軾文集』巻一九）がある。
19○別後一句
 
蘇軾と劉景文が杭州にて最後に会って以来、 劉景文が作っ
た詩 杭州の風物がありありと表現されているであろうことをいう。詩が風景を巧みに描写することについては、 「欧陽少師
 
蓄うる所の石屏を賦せしむ」詩（ 『蘇東坡詩集』第二冊一一一頁）に「古来
 
画師は俗士に非ず、物象を
写すること略ぼ詩人と同じ とあり、「文与可
「
洋川の園池三十首
」
に和す」その十八「渓光亭」 （ 『蘇東坡詩集』
第四冊四六頁） 「渓光は
古いにしえ
自り人の画く無し、新詩に
ひよう
仗じよう
して与
ため
に写し成す」とある。
　
明け方に息子たちがかわるがわるリレーして大声で伝えてくれた、 「
ひげ
の劉さんが町の南の端まで来ておら
れる」と。書信はまぎれもなく
さんの筆跡だ、起き上がって目をこすってしっかり確かめた。
　
今の世の人はすぐれた古人たちのたっとんだ信義などなんとも思わぬが、今の世にこんな古風な士人がい
らっしゃろうとは わたしはその人の来訪を聞いて、踊りださんばかりに喜び、病の身でありながら、人の助けを借りずとも起き上がることができた。淮
わい
河がの流域から長江にかけては日照り続きでひどい砂ぼこりだった
が、今朝のすがすがしい雨 二人のひげ面をあらってくれた。顔を合わせ、手を握りあって、ともに無事だったことをよろこぶ、千里を旅してこの一笑は、決して間尺にあわぬことではあるまい。
　
今日までずっと呉と会稽の地で人生を楽しんできて、杭
こう
州・蘇州にあって老い、そこに葬られたいとまで
思ってい 私どもが、長江を渡って西に去ってしまって二百日、ものさびしくなってしまった山水を、呉の美女たちはうらめしく思っていよう。杭州の新堤や六つの旧井はそれぞれに変わりなく、参寥泉や六一泉もわた
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しのことを決して忘れてはいまい。 （劉景文どのが、わたしと）別れて後に杭州で作られた詩にはそれらがうまく描写されていて、きっと袖のなか（の詩巻）にはあの銭
せん
塘とう
湖こ（西湖）がひろがっていることでしょう。
（担当 　
中 　
純子）
一八一八（施三一―六）
雨張
公
應劉景
有詩次
雨あめ
を張
ちよう
りゆう
公こう
に
いの
りて、既
すで
に応
しるし
あり。劉
りゆう
景けい
文ぶん
詩し有あり、韻
いん
に次
じす
1　
張公
爲
　　　
張ちよう
公こう　
晩おそ
く
りゆう
と為
なるか
2　
抑自
中來 　　　
抑そも
そも
りゆう
中ちゆう
自より来
きたれ
3　
伊昔風雲會 　　　
伊これ昔
むかし　
風ふう
雲うん
の会
かい
4　
咄嗟潭洞開 　　
咄とつ
嗟さに潭
たん
洞どう
開ひら
く
5　
誠苟可貫 　　　
精せい
誠せい　
苟いやし
くも貫
つらぬ
く可
べくんば
6　
主眞相陪 　　
賓ひん
主しゆ　
真まこと
に相
あい
陪ばい
せん
7　
洞簫振
舞 　　　
洞どう
簫しよう　
羽う舞ぶを振
ふるい
8　
白酒
雲罍 　　　
白はく
酒しゆ　
雲うん
罍らい
に浮
うかぶ
9　
言從關州妃 　　　
言ここ
に
関かん
州しゆう
の妃
ひを従
したが
えて
10　
去焦氏臺 　　　
遠とお
く焦
しよう
氏し台だい
を去
さり
11　
傾倒甁中雨 　　　
瓶へい
中ちゆう
の雨
あめ
を傾
けい
倒とう
して
12　
一洗麥上埃 　　
麦ばく
上じよう
の埃
ほこり
を一
いつ
洗せん
す
蘇軾詩注解（十六）
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13　
破旱不論功 　　　
旱ひでり
を破
やぶ
りて功
こう
を論
ろん
ぜず
14　
乘雲却
回 　　　
雲くも
に乗
のりて却
かえ
って空
むな
しく回
かえ
る
15　
嗟
與我輩 　　　
嗟ああ　
りゆう
と我
わが輩
はい
と
16　
用
豈
哉 　　　
意いを用
もち
うること豈
あに遠
とお
からん哉
や
17　
君今子義 　　　
使し君くん
は今
いま
の子
し義ぎ
18　
英氣冠東
　　　
英えい
気き　
東とう
らい
に冠
かん
たり
19　
笑説
爲友 　　　
笑わら
いて説
とく 　
りゆう
をば友
とも
と為
なす
20　
幽
莫相猜 　　　
幽ゆう
明めい　
相あい
猜うたが
うこと莫
なかれ、と
元祐六年（一〇九一） 、五十六歳の作。○
雨張
公
 
張
公は
神の名。唐初の張
ちよう
路ろ斯しは潁上（安徽省の県名）の人で、宣城（同）の令をつとめた。辞職
して帰った後、その妻である関州（潁上にある村。 『 （乾隆）江南通志』巻三六）の焦氏に自分は
であることを打
ちあけ、別の
と戦って西山（のち
穴山。安徽省にある）で死んだ。潁州の人がこれを張
公として祀った廟が
焦氏台（
4句の注を参照）にあり、西湖にはその行祠があった。唐・趙耕「張
公の碑」 （欧陽修『集古録跋尾』巻
一〇）に記述がある。この 十一月 日 蘇軾は張
公の神に雨を乞うたところ、少し降雪があったのがここでい
う「応あり」である。 「昭霊侯廟の碑」 （ 『 文集』巻一七） 、及び「聚星堂の雪」詩（ 『蘇軾』下・四二頁）を参照。○劉景文
 
劉季孫のこと。景文はその字
あざな
。 『蘇軾詩注解（三） 』に収める「次韻して劉景文左蔵に答う」詩の詩題の注
を参照。
1
2○張公・抑自二句
 
詩題の注を参照。抑は、あるいは、それとも。ソモソモと訓ずる。
3○風雲会
 
蛟
が風
雲の動きに際会して、もと居た洞穴から外に出たこと。 『蘇軾詩注解（十二） 』に収める「西湖秋涸
かれて、東池の魚
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窘くる
しむこと甚だし……」詩の注を参照。
4○咄嗟
 
あっというまに。 『世説新語』汰侈
に「石崇
 
客の為に豆
とう
粥じゆく
を
作るに、咄嗟にして便ち
べん
ず」とある。趙次公（五注本）によれば、一句は杜甫「山寺」詩（ 『杜詩詳注』巻一二）
に「公
 
為ため
に賓従を顧み、咄嗟
 
檀だん
施せ開く」 （檀施は、お布施のこと）とあるに倣う。潭洞は
の住む深いふち。 「昭
霊侯廟の碑」 （前掲）には、宣城から帰郷した張路斯について、 「常に焦氏台の陰に釣る。一日、顧みて釣りする処に宮室楼殿有るを見 遂に入り 之に居る。是
これ自
より夜に出て旦
あした
に帰り、帰れば輒ち体寒くして湿る」という記述があ
る。
5
6○精誠・賓主二句
 
精誠は純粋かつ誠実であること。 『荘子』漁父
に「真とは、精誠の至りなり。精なら
ず誠ならざれば、人を動かす能わず」とある。賓主の賓は張
公、主はそれを迎える蘇軾たちのこと。二句はもし蘇
軾が誠意を尽くせ 張
公は西湖の行祠に本当にやってきて、知事である蘇軾の祭祀を享
うけてくれるであろう、の
意。瑞渓周鳳は「言フココロハ、苟クモ懇誠有レバ、則チ幽明ノ隔タルコト有リト雖モ、然ルニ能ク相陪スルナリ」と説く（ 『四河入海』巻七の二） 。
7
8○洞簫・白酒二句
 
洞簫は尺八に似た管楽器。羽舞は舞の名。 『周礼』地官・
舞師に「舞師は……羽師を教え 帥いて四方の祭祀に舞う」とあり、
注に「羽は、 白羽を析
わか
ちて之を為す」とあ 。
白酒は、もと濁り酒のことだが、美酒 意にも用いられる。ここでは後者に解する。 「広陵にして三同舎に会す、各おの其の字を以て韻と為す……、劉貢父」詩の注 『蘇東坡詩集』第二冊一五一頁） 、及び「述古
 
詩を以て
しば会
に赴かざること 責めらる。復た前韻に次す 三 五 を参照。雲罍は雲と雷の模様をえがいた がめ。唐太宗 「帝京
」 その八 （ 『全唐詩』 巻一） に 「玉酒
 
雲罍に泛
うかび、 蘭
らん
こう
 
綺席に陳
つら
ぬ」 とある。
二句は張
公を祭祀の場に招く準備の段階を詠ずる。
9
10○言従・遠去二句
 
関州妃は詩題の注を参照。焦氏台は
詩題および
4句の注を参照。二句は張
公が焦氏妃を引き連れて焦氏台から西湖にやってきたことをいう。
11 12○傾
倒・一洗二句
 『太平広記』巻三〇四に引く『広異記』の「潁陽の里正」と題する一話は、酒に酔った帰りに途中にあっ
た祠で眠り込んでしまった男（里正）が、たまたま雨を降らせる手助けを求めて祠を訪れた神に使役されるというものである。男は雲気濛々たる場所で駱駝のようなも に乗せら 、瓶
かめ
を一つ持たされて「但だ正しく瓶を抱
いだ
け。傾測
せしむる無かれ」と言われるが、折しも下界では日照り続きであったため、 「瓶を傾け」て中の水をすべて下に注い
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でしまう。帰ってみると男の家は洪水で流され、家族もみな亡くなっていたという。この二句は、張
公が瓶に入れ
た雨を降らせ、日照りのせいで作物に積もっていた土ぼこりを洗い流してくれ ことを詠ずる。
13 14○破旱・乗雲二
句
 
論功は功績を評定すること。 『史記』蕭相国世家に「既に項羽を殺して天下を定めたれば、 功を論じ封を行なう」
とある。二句は雨を降らせた張
公はその功績が評定されることも待たず、何の酬いも求めずに帰っていったことを
いう。
17 
18○使君・英気二句
 
使君は劉季孫のこと。このとき蘇軾の推薦により知
隰しゆう
州（隰州は山西省）に任ぜら
れ、赴任するところ あった 子義は三国呉の太史慈の字
あざな
で、東
（山東省）はその出身地。武勇の士で特に弓にす
ぐれ、初め黄巾の賊に包囲され 北海の相孔
こう
融ゆう
を単騎で窮地より救って称賛された。その後、呉の孫策と一旦矛
ほこ
を交
えたが、孫策に武勇を認められて呉に仕え、重く用いられた（ 『三国志』呉書・太史慈伝） 。劉季孫は開封祥符（河南省）の人であるが、この時には左蔵庫副使・両浙兵馬都監として杭州に在っ 。北方の出身で南方の官を経て る点が、東
の出で後に呉に仕えた太史慈に通ずる。見事な
を生やしていたことも両者に共通する（本注解所収の作品
番号一八一七「劉景文の至るを喜ぶ」詩 参照） 。英気につ ては、 「劉景文が詩の後に書す」 （ 『蘇軾文集』巻六八）に「景文には英偉の気有り、三国の時の士
 
陳元
の流の如し」とある。
19○
為友
 『漢書』礼楽志に引く「天馬
の歌」に「今安
いず
くにか匹
たぐ
わん、
をば友と為す」とある。
20○幽明
 
鬼神と人。李白「
りつ
陽よう
瀬らい
水すい
の貞
てい
義ぎ女じよ
の碑銘」 （ 『李
太白全集』巻二九）に「鏡は万方を照らし、幽明咸
みな煕
かがや
く」とある。
　
張
公は老いて
となられたのだろうか、あるいは
の世界から暫
しば
し人の世に来られたのだろうか。むかし
風雲が激しく動いたとき、 （お棲まいになっていた）洞穴がまたたく間に開い（て、この世にお姿をあらわし）たのだろう。いま私がもしも純粋で誠実な心を貫くことができるなら、
公は本当にここ西湖の行祠にお越し
になって祭祀をお享
うけくださるだろう。
　
（
公をお迎えすべく）洞簫の音につれて羽飾りの舞が振るいおこり、雲紋の酒樽に美酒をなみなみとお供
えした。ここに
公は関州の妃をお連れになり、潁の焦氏台からはるばるおいでになって、瓶
かめ
に蓄えた雨水を
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そそぎ尽くし、日照りで麦に積もった土ぼこりをきれいに洗い流して下さった。そして日照りを断った功績が評定されるのも待たず、何の見返り 求めないまま雲に乗って帰って まわれた。ああ、
公とわれわれと、
心の用いようは遠 隔 ってなどいないのだ。
　
知事どのはいかにも今の世の太史慈であって、東
の地に冠たりしその英気を思わせるお人柄だ。笑って言
うには、 「
は我が友なのです。幽明を隔てているから心は通じまいなどと疑ってはなりません」と。
一八一九（施三一―七）劉景
家藏樂天身心問答三首戲書一絶其後
劉りゆう
景けい
文ぶん
が家
いえ
に楽
らく
天てん
の身
しん
心しん
問もん
答どう
の三
さん
首しゆ
を
蔵ぞう
す。戯
たわむ
れに一
いち
絶ぜつ
を其
その後
のち
に書
しよ
す
1　
淵明形神自我 　　　
淵えん
明めい
は形
かたち
と神
たましい
と自
みずか
ら我
われ
とす
2　
樂天身心相物 　　
楽らく
天てん
は身
みと心
こころ
と相
あい
物もの
とす
3　
而今
下三人 　　　
而じ今こん　
月げつ
下かの三
さん
人にん
4　
他日當成幾佛 　　　
他た日じつ　
当まさ
に幾
いく
仏ぶつ
をか成
なすべき
元祐六年（一〇九一） 、五十六歳の作。○劉景文
 
劉季孫のこと。景文はその字
あざな
。 『蘇軾詩注解（三） 』に収める「次韻して劉景文左蔵に答う」詩の詩題の注
を参照。○楽天身心問答三首
 
楽天は唐の白居易の字
あざな
。白居易に、人の身（肉体）と心との問答の形をとった「自ら
戯る
 
三絶句」 （ 『白居易集箋校』巻三五）があり、 「心
 
身に問う」 、 「身
 
心に報ゆ」 、 「心
 
重ねて身に答う」の三
首より成る。
1○淵明一句
 
晉の陶淵明に「形影神」 （ 『陶淵明集』巻二）と題する三首の連作があり、形（肉体） ・影・神（精神）
蘇軾詩注解（十六）
一四
219
がそれぞれ「形
 
影に贈る」 、 「影
 
形に答う」 、 「神の釈」という題で思いを述べる。陶淵明の序に「貴賤賢愚、営営
として以て生を惜しまざるは莫し。斯
これ甚だ惑えるなり。故に極めて形と影の苦しみを陳
のべ、神の自然を弁じて以て
之を釈
とけるを言う」という。自我は自らを肯定すること。陸機「豪士の賦の序」 （ 『文選』巻四六）に「夫れ我の我を
自らとするは、智士も猶お其の累に嬰
かか
り、物の相物とするは、昆虫も皆な此の情有り」とある。一句は、陶淵明は形
と（影と）神とを分けて詠じたが、それらは皆な自分自身に帰するものであることをいう。
2○楽天一句
 
相物は自
分以外の物をただ物とし 見ること。
1句の注を参照。一句は、白居易が自分の身と心を物として見立てたことをい
う。 「自ら戯る
 
三絶句」の原注に「閑臥独吟するも、人の酬和する無し。聊
いささ
か身心を仮りて相戯れて往復せしめ、
偶たま三章を成す」 あ 。
3○而今一句
 
李白「月下独酌
 
四首」その一（ 『李太白全集』巻二三）に「杯を挙げ
て名月を邀
むか
え、影に対して三人と成る」とある。一韓智
の聞書に「月下三人ハ李白（ノ）故事ゾ。其ノ故事ニハカ
カワラズ字ヲ借ルマデゾ」 （ 『四河入海』巻二四の一）という ここでは三人を具体的に誰か（何か）には特定せず、「いまこの月下に三人がいるとすれば」という意に解する。
4○成幾仏
 『楞厳経』巻一（ 『大正蔵』第一九巻）に「必
ずや汝
 
執言せん、身眼の両覚あれば、応に二知有るべし、と。即ち汝が一身に、応に両仏を成すべし。是の故に応
に知るべし、汝
 
暗を見ると言うは、内に見る者に名づく、是の処有る無きを」と、一人の人が複数の仏となるのは
不可能であることを説く。
　
淵明は肉体も精神も自分であるとしたが、楽天は身と心とを二つの物に見立てた
　
ならばいま月下に三人がいるとすれば、それ はいずれどれほどの数 御仏になるというのだろう（そんな
ことはありえず、自分とその身と心とは不可分である） 。
一八二〇（施三一―八）西湖戲作
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西せい
湖こにて戯
たわむ
れに作
つく
る
1　
一士千金未易償 　　　
一いつ
士し　
千せん
金きん
にても未
いま
だ償
つぐな
い易
やす
からず
2　
我從陳趙兩歐陽 　　
我われ
陳ちん
・趙
ちよう
・両
りよう
欧おう
陽よう
を従
したが
う
3　
擧鞭拍手笑山簡 　　
鞭むち
を挙
あげて手
てを拍
うちて山
さん
簡かん
を笑
わら
う
4　
祇有
州一
　　　
ただ
へい
州しゆう
の一
いち
かつ
強きよう
有あるのみ、と
元祐六年（一〇九一） 、五十六歳の作。○西湖
 
潁州の湖。 「欧陽公に陪して 湖に燕す」詩（ 『蘇東坡詩集』第二冊一一五頁）を参照。
1○一士一句
 『後漢書』列伝巻四一の論賛に「寧ろ千金を喪
うしな
うとも、士の心を失わじ」とある。
2○陳趙
 
陳師道
と趙令畤のこと。 『蘇軾詩注解（十二） 』に収める「復た放魚の韻に次して趙承議・陳教授に答う」詩の詩題の注を参照。○両欧陽
 
欧陽
ひと欧陽辯のこと。 『蘇軾詩注解（十三） 』に収める「復た次韻して趙景
・陳履常が和せらる
るを謝して、兼ねて欧陽叔弼兄弟に簡す」詩の詩題の注を参照。
3
4○挙鞭・
有二句
 
山簡（字
あざな
は季倫）は晉の
人で、山濤の子。荊州刺史の任に在ったとき、時に外出して心ゆくまで酒を飲んだ。ことに習氏の庭園にある池が気に入り 自ら高陽池（
れき
食い其きが漢の高祖に高陽の酒徒を名乗ったことに因む。蘇軾らの今ある西湖が、この高陽池
に見立てられていよう）と名づけた かくして人々はこう歌った。 「山公出
いづるは何
い
ず
こ許ぞ、往きて高陽池に至る、日
夕
 
倒載して帰り、茗
めい
てい
して知る所無し、時時
 
能く馬に騎
のり、倒
さか
しまに白
はく
接せつ
羅りを著
つく、鞭を挙げて
かつ
彊きよう
に問う、
州の児と何如」と。
彊（強）は山簡のお気に入りの武将で、
州（山西省）の人（ 『晉書』山簡伝・ 『世説新語』任
誕
） 。挙鞭の語はこの歌に見えるが、
3句では鞭を挙げて山簡の方を指す意であろう。また、この故事に材を取っ
た李白「襄陽歌」 （ 『李太白全集』巻七）には「落日没
しず
まんと欲す
 
けん
山ざん
の西、倒
さか
しまに接羅 けて花の下に迷う、
襄陽の小児
 
斉しく手を拍ち、街を
さえぎ
って争い唱う
 
白はく
銅どう
てい
、傍人借
しや
問もん
す
 
何事をか笑うと、笑殺す
 
山公の酔うて
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泥の似
ごと
きを」 （
山の南に高陽池があった。白銅
は童謡の名）とあり、ここに拍手の語が見える。
　
一人の人物さえ千金を積んでも容易には求められないのに、私は（過分にも）陳、趙、両欧陽の諸君を従え
ている　
だから鞭を挙げて（相手を指し示し） 、手を拍
うって山簡を笑ってやろう、君には
州の
強ただ一人しかい
ないのかね、と。
（担当 　
西岡 　
淳）
一八二一（施三一―九）
歐陽季默赴闕欧おう
陽よう
季き黙もく
の闕
けつ
に赴
おもむ
くを送
おく
る
1　
先生豈止一懷
　　　
先せん
生せい　
豈あに止
ただ一
いち
懐かい
祖そのみならんや
2　
君不減王
度
郎ろう
君くん
も 　
王おう
文ぶん
度どに減
げん
ぜず
3　
膝上幾日今白鬚 　　　
膝しつ
上じよう　
幾いく
日にち
ぞ 　
今いま　
白はく
鬚しゆ
4　
令我眼中見此父 　　
我われ
をして眼
がん
中ちゆう
に此
この父
ちち
を見
みせしむ
5　
汝南相從三
朔 　　　
汝じよ
南なん　
相あい
従したが
う 　
三さん
かい
朔さく
6　
君去苦早我來暮 　　　
君きみ
去さること苦
はなは
だ早
はや
くして 　
我わが来
きたること暮
おそ
し
7　
霜風淒緊正
木 　　　
霜そう
風ふう
淒せい
緊きん
にして正
まさ
に木
きを脱
おとし
8　
潁水淸淺可立鷺 　　　
潁えい
水すい
清せい
浅せん
にして鷺
ろを立
たつ可
べし
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9　
莫辭白酒瀉香泉 　　　
辞じする莫
なかれ 　
白はく
酒しゆ
の香
こう
泉せん
を瀉
そそ
ぐを
10　
已覺
舟掠新渡 　　　
已すで
に覚
おぼ
ゆ 　
へん
舟しゆ
の新
しん
渡とを掠
かす
むる
11　
坐看士衡執別手 　　　
坐いながら看
みる 　
士し衡こう
の別
べつ
手しゆ
を執
とるを
12　
夢得出奇句 　　　
更さら
に夢
ぼう
得とく
をして奇
き句くを出
いださしむ
13　
君可是
庫人 　　　
郎ろう
君くん　
是これ
かん
庫この人
ひと
なる可
べけんや
14　
乃
驥隨蹇
　　　
乃すなわ
ち
りよく
驥きをして蹇
けん
歩ぽに随
したが
わしむ
15　
置之行矣無足
　　
之これを置
おいて行
ゆけ 　
道いうに足
たる無
なし
16　
賢愚豈在
不
　　
賢けん
愚ぐ　
豈あに遇
ぐう
と不
ふ遇ぐう
とに在
あらんや
元祐六年（一〇九一） 、五十六歳の作。○欧陽季黙
 
欧陽修の第四子、欧陽辯のこと。 『蘇軾詩注解（十三） 』に収める作品番号一七八七の詩題の注を参照。
孔凡礼『蘇軾年譜』中冊一〇一〇頁では、この詩は十一月中旬に潁州で作られたとする。
1
2○先生・郎君二句
 
先生は欧陽修のこと。郎君は欧陽季黙のこと。懐祖は晉の王述の字、文度はその息子王坦
之の字。 『晉書』王述伝・王坦之伝によれば、王述は晉陽（山西省）の人。荊州刺史等を歴任した。王坦之は若い頃から有名で中書令まで昇り、当時から親子ともに高い世評があった。 『晉書』王羲之伝に「 （王羲之）其の諸子に謂いて曰く、
「
吾は懐祖に減
おと
らざるに、位遇の懸
かけ
はな
れしは、当
まさ
に汝等が坦之に及ばざるに由るが故なるべきか
」と」 とある。
3○膝上一句
 『晉書』王述伝に「家に還りて父を省するに及んで、述は坦之を愛し、長大と雖も、猶お抱きて膝上
に置く」とある。 『晉書』王彪之伝に「彪之、字は叔武。年二十にして鬚
しゆ
鬢びん
皓こう
白はく
、時の人之を王白鬚と謂う」とある。
ここではかつて父に寵愛されていた欧陽季黙も、今はひげが白くなったことをいう 欧陽季黙はこのとき四十三歳
4○令我一句
 『南史』王
おう
彧いく
伝によれば、王彧は風格が上品かつ洒脱な人物で、袁粲が彼のことを絶賛したが、ある
蘇軾詩注解（十六）
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人に謝混にははるかに及ばないと指摘されると、残念がって「眼中此
この人を見ざるを恨む」と言った。ここでは欧陽
季黙からその父欧陽修を連想するこ をいう。
5○汝南一句
 
汝南は潁州の古い郡名。漢代に潁州は汝南郡に属して
いた。相従は付き合うこと。晦朔はつごもりとついたち、三晦朔で、三か月をいう。
6○我来暮
 
暮は遅いこと。後
漢の廉范（字は叔度） 蜀郡太守の任に在ったとき、庶民の夜なべ仕事を禁ずる古 法令を廃止したため、地元の民衆に「廉叔度、来たること何ぞ暮
おそ
きや、火を禁ぜず、民は作に安んず」と謳われた（ 『後漢書』廉范伝） 。
7○霜風一
句
 
霜風淒緊は寒風が激しいさま。晉・殷仲文「南州の桓公が九井の作」詩（ 『文選』巻二二）に「景気は多く明遠
にして、風物は自ら淒緊なり」 ある。宋・柳永「八声甘州」詞（ 『楽章集』 ）に「漸く霜風淒緊に、関河冷落として、残照
 
楼に当たる」とある。脱木は木の葉が散ること。南朝宋・謝荘「月の賦」 （ 『文選』巻一三）に「洞庭
 
始めて
波だち、木葉
 
微ようや
く脱
おつ」とある。
8〇潁水
 
潁河のこと。
9〇莫辞一句
 
白酒は美酒のこと。南朝梁の武帝「夏
歌」四首その三（ 『玉台新詠』巻一〇）に「玉盤に朱李を著し、金杯に白酒を盛る」とある。本注解九頁の作品番号一八一八「雨を張
公に
りて、既に応あり……」詩の注をあわせて参照。香泉は酒の名。この詩と同じく『合注』
巻三四に収める「趙景
の春思に次韻し、且つ呉越の山水を懐う」詩に「白酒
 
真まこと
に斉
へそ
に到り、紅裙
 
已に
を放た
ん」とあり、その原注に「酒は尚お香泉一壷有り、楽全先生の為に服し、楽を作さざるなり」 ある。
10〇
舟一
句
 
舟は小さな舟。 『史記』貨殖列伝に「 （范蠡）乃ち
舟に乗り、江湖に浮かぶ」とある。掠はかすめる意。ここ
では近くをすばやく通過することをいう。新渡は潁州の治所の潁水 ほ りにあった寺の名。この詩 すぐ後に「新渡寺の席上、趙景
・陳履常の韻に次して、欧陽叔弼を送る。……」詩（ 『合注』巻三四）が作られている。
11〇坐
看一句
 
士衡は晉の陸機の字。陸機から弟の陸雲（字は士
）への送別の作「承
しよう
明めい
に於て作り、士
に与う」詩（ 『文
選』巻二四）に「飲餞
 
豈に異族ならんや、親戚なる弟と兄となり、……塗
みち
を長林の側
かたわら
に分かち、袂
たもと
を万
ばん
始しの亭に揮
ふる
えり」とある。ここでは欧陽季黙の兄の欧陽叔弼が弟との別れを惜しむことをいう。
12〇更遣一句
 
夢得は唐の詩人
劉禹錫の字。ここでは同姓の劉を利用して、劉景文 すぐれた詩を作ってもらう をいう。
13〇郎君一句
 
郎君は
欧陽季黙を指す
庫人は倉庫の番人。 『礼記』檀弓下に「晉国に挙ぐる所の管庫の士、七十有余家」とあり、鄭注
南山読蘇会
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に「管庫の士は、府史以下の官長の置く所なり。之を君に挙げて以て大夫の士と為すなり。管は、鍵なり。庫は、物の蔵する所なり」とある。 「
」は「管」に同じ。この一句は反語で、欧陽季黙が卑官に置かれるべきでないことを
いう。
14〇乃使一句
 
驥は駿馬のこと。張衡「南都の賦」 （ 『文選』巻四）に「
驥は
くつわ
を斉
ひと
しゅうす」とあり、李
善注に「
驥は、駿馬の名なり」とある。蹇歩は足が不自由で歩みが進まないこと。謝
しや
瞻せん
「張子房の詩」 （ 『文選』巻
二一）に「四達
 
平直なりと雖も、蹇歩にして良きこと無きを愧ず」とある。ここでは欧陽季黙がすぐれた才能を持
ちながら、周囲 凡人たちに合わせざ を得ない状況をいう。
15○置之一句
 
柳宗元「法華寺に西亭を構う」詩（ 『柳
河東集』巻四三）の「之を置きて復た道
いう勿かれ」を踏まえた表現。
16○賢愚一句
 
遇は時世に恵まれ、才能や人格
などを認められること。 『漢書』揚雄伝に「以為えらく、君子は時を得れば則ち大いに行
もち
いられ、時を得ざれば則ち
蛇たり。遇不遇は命なり、何ぞ必ずしも身を湛
しず
めんや」とある。
　
父君の永叔先生はただ子供を愛した王述のような人ではないし、若君のあ たも王述が可愛がった子の王坦
之に劣ることはない。父の膝の上にのせられていたのはどれほどの時間だったろうか。今ではひげが白くなったあなたをみる 、あたかも父君がよみがえったようだ。
　
潁州の地ではたった三か月ほどの付き合 にとどまり、あなたが去るのは早すぎ、わたしが来るのは遅すぎ
た。凄まじい寒風の中で木の葉が舞い散る今このとき、潁水はサギが立てるほどに浅くなって澄んでいる。香泉の酒をもう一杯すすめよう。旅立ちの船がすでに新渡寺をかすめてきたようではあるけれども。
　
見ると、兄上があなたの手をとって別れを告げている。では、劉景文さん も並外れた詩を作ってもらお
う。あなたがどうして倉庫の番人のよう 職にとどまる人物でありえ 。それではまるで千里の馬を駄馬について歩かせるようなものではないか。そん ことは気にせず 放っておいて行きたまえ、賢愚は遇か不遇かによって判断され ものではな のだから
蘇軾詩注解（十六）
二〇（担当 　
蔡 　
毅）
一八二二（施三一―一〇）用
作
詩留景
前ぜん
韻いん
を用
もち
いて雪
ゆき
の詩
しを作
つく
り、景
けい
文ぶん
を留
とど
む
1　
萬松嶺上
千葉 　　
万ばん
松しよう
嶺れい
上じよう
の黄
こう
千せん
葉よう
2　
載酒年年踏松
　　
酒さけ
を載
のせて 　
年ねん
年ねん　
松しよう
雪せつ
を踏
ふむ
3　
劉
去後誰復來 　　
劉りゆう
郎ろう
去さりて後
のち　
誰たれ
か復
また来
きたらん
4　
下
人心斷
　　
花か下かに人
ひと
有あり 　
心こころ
断だん
絶ぜつ
せん
5　
東齋夜坐
句
東とう
斎さい
に夜
や坐ざして雪
ゆき
の句
くを捜
さぐ
れば
6　
兩手龜折霜須折 　　
両りよう
手しゆ　
亀き折せつ
して霜
そう
須しゆ
折おる
7　
無
豈亦畏嘲弄 　　
無む情じよう　
豈あに亦
また嘲
ちよう
弄ろう
を畏
おそ
るるか
8　
穿
入
吹燈滅 　　
れん
を穿
うが
ちて戸
こに入
いりて灯
ともしび
を吹
ふきて滅
めつ
す
9　
紛紛兒女爭
似 　　
紛ふん
紛ぷん
たる児
じ女じよ　
似にたる所
ところ
を争
あらそ
う
10　
碧
長鯨君未掣 　　
碧へき
海かい
の長
ちよう
鯨げい　
君きみ
未いま
だ掣
ひかず
11　
來雲
天
　　
朝ちよう
来らい　
雲うん
漢かん　
天てん
に接
せつ
して流
なが
る
12　
我小詩如點纈 　　
我われ
を顧
かえり
みれば 　
小しよう
詩し　
点てん
纈けつ
の如
ごと
し
13　
歐陽趙陳在
外 　　
欧おう
陽よう
・趙
ちよう
・陳
ちん　
戸こ外がい
に在
あり
14　
中
鋪木
　　
急にわ
かに中
ちゆう
庭てい
を掃
はいて木
ぼく
せつ
を鋪
しく
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15　
游雖似
柏堅 　　
交こう
游ゆう　
雪せつ
柏はく
の堅
かた
きに似
にたりと雖
いえど
も
16　
聚散行作風
瞥 　　
聚しゆう
散さん　
行ゆくゆく風
ふう
花かの瞥
べつ
を作
なす
17　
光融作一尺泥 　　
晴せい
光こう　
融とけて一
いつ
尺せき
の泥
どろ
を作
なす
18　
歸
何事眞無
　　
帰かえ
って何
なに
事ごと
か有
ある 　
真まこと
に説
とくこと無
なかれ
19　
泥乾路穩放君去 　　
泥どろ
乾かわ
き路
みち
穏おだ
やかにして君
きみ
を放
ゆる
して去
さらしめん
20　
莫倚馬
如
鐵 　　
馬ば蹄てい
の鉄
てつ
を
ふむが如
ごと
きを倚
たの
むこと莫
なかれ
○元祐六年（一〇九一） 、五十六歳の作。○前韻
 
蘇軾「聚星堂の雪
 
びに叙」詩（小川環樹『蘇軾』下四二頁）と同じ韻字を用いている。○景文
 
劉季孫
のこと。劉季孫、字は景文。 『蘇軾詩注解（三） 』に収める作品番号一六二一の詩の注を参照。
1○万松嶺
 
山の名。杭州にある。 「楊公済奉議が梅花十首に次韻す」その三（ 『蘇軾詩注解（九） 』 、作品番号
一七二二）の注を参照。○黄千葉
 
無数の黄色の花瓣。
梅の花のさま。千葉は、一つの花の花瓣の数が非常に多い
ことをいうが、延いて花の咲きほこるさまをも匂わせる。蘇軾「常州の太平寺に牡丹を観る」 （ 『蘇東坡詩集』第三冊二九七頁）を参照。一句と同様の表現は、 「
梅一首
 
趙景
に贈る」詩（ 『合注』巻三四）にも「万松
嶺上の黄千葉、玉蕊檀心
 
両ふた
つながら奇絶」と見える。
2○松雪
 
松に降り積もった雪。蘇軾「真覚院に洛花有り、
……」詩（ 『蘇軾詩注解（六） 』 、作品番号一六六〇）に「 寒
 
君記取せよ、松雪
 
蒼鱗を看ん」とある。 『四河入海』
巻七の二に引く瑞渓周鳳の説に「坡ノ言フココロハ、……我 （レ） 昔
 
劉景文ト同
とも
ニ杭州ニ在リシ時、万松嶺上ニ出遊
シテ、
梅ノ花ヲ賞スル也」とある。一句は、
1句で掲げた万松嶺に咲く
梅を、東坡が杭州に在った時には毎年出
かけて行って賞でたことを述べている。
3○劉郎一句
 
劉郎は劉景文のこと。一句は、唐・劉禹錫の詩とそれにまつ
わる故事を踏まえており、も もと劉郎とは、劉禹錫が自らを指したものであるが、ここでは、劉景文が劉禹錫と同じ劉姓であることに因んで、 劉景文を 禹錫に比している。蘇軾 「劉
りゆう
はん
の海陵に倅
さい
たるを送る」 詩の注 （ 『蘇東坡詩集』
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第二冊四五頁）を参照。一句と次の
4句は、
1
2句で杭州の
梅について、蘇軾や劉景文という愛
めでる詩人がいた、
かつての行楽の景を述べたのに対して、
梅は変わらずに咲いてもそれを愛でる詩人を欠いた今の光景を、さぞ色褪
せていようと推測している。ここ は、蘇軾の、江山の美は、詩人が言葉にすることによって引き出されるものだという意識がうかがわれる。本注解に収める作品番号一八一七の注を参照。
4○花下一句
 
花の下に佇む人は、単なる
人であるよりは、花見の行楽のお伴にふさわしく、花見に花を添えていたであろう妓女と解する。瑞渓周鳳の説に「蓋シ言フ、劉景文
 
杭ニ在リテ相携フル所ノ妓女、今尚ホ之
これ
有ル可シ。劉郎復タ来タラズ、故ニ当ニ愁絶スベキ也。
花下ハ、曾テ
梅ノ下、同ニ遊ブヲ言フ也」と言う。○心断絶
 
心が断ち切れそうになること。鮑照「東門行」 （ 『文
選』巻二八）に「離声
 
客情を断ち、賓御
 
皆な涕
なみだ
零おつ、涕零ちて心断絶し、将
まさ
に去
ゆかんとして復た還りて訣
わか
る」と
ある。
5○東斎一句
 
5句より以下は、潁州での今、劉景文に寄せた心情を詠じている。東斎は、潁州に在る。一韓
智
の聞書に「東斎ハ、在潁州也 （潁州ニ在ル也） 。言 （フココロ） ハ、坡、今潁州ノ東斎ニ在リテ、此ノ雪 （ノ） 詩ヲ作
（ル） ガ、寒 （キ） 程ニ、手モカガミサケテ鬚モ凍折スルゾ。亀折ハ、手ノカチクナリ、凍裂スルヲ云 （フ） ゾ」とある。○夜坐
 
夜間、寝ずにじっと座ったままでいる。夜の坐禅をいうこともある。
6○亀折
 
地面が日照りで乾いてひび
割れるさま。転じて、手があかぎれてひび割れたさま。折は
と同義。
の字に作るテキストもある。 『荘子』逍遥
遊
に「宋人に善く不亀手の薬を為
つく
る者有り」とあり、その郭象注に「其の薬
 
能く手をして拘
こう
たく
せしめず」とある。
○霜須
 
須は鬚と同じ。白くなった鬚や鬢毛。霜鬢と同じ 霜は、 老いた鬢や鬚の白さにかけたものだが、 ここでは、
老いて白くなった鬚が、 本当の霜柱のように折れそうだと言って夜間の寒さを強調している。
7○無情一句
 
無情は、
雪を指す。一韓智
の聞書に「雪ノ無情ナ物モ、人ノ嘲 （リ） ツ賞シツスル事ヲバ嫌ウ」とある。○嘲弄
 
雪や風、花
などが詩の題材となることを嘲弄と述べた例として、白居易「元九に与うる書」 （ 『白居易集箋校』巻四五）に「陵夷して梁・陳の間に至れば、率
おおむ
ね風雪に嘲
たわむ
れ花草を弄ぶに過ぎざるのみ」とある。
9○紛紛一句
 
東晉・謝安の一族の
子女たちが、降る雪を何に擬す かで競い、中でも柳絮に擬えた謝
しや
道どう
うん
（謝安の長兄謝
しや
奕えき
の娘）の才を、謝安が大い
に喜んだ（ 『世説新語』言語
）という故事を踏まえる。一句は、そうした比擬の優劣を競うような詩作を、価値の
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おけない、紛紛たるものと見ている。瑞渓周鳳の説に「蓋シ坡自ラ言フ、我 （レ） 雪ノ詩ヲ作ル、甚ダ軽薄ナリ、譬フレバ謝道
等ガ謾
みだ
リニ比擬スル所有ルニ似タルノミ。景文ガ詩ノ如キハ則チ必ズ当
まさ
ニ鯨魚ヲ碧海ニ掣スルガ如クナル
ベシ、故ニ之ヲ督
うなが
ス也」とある。
10○碧海一句
 
スケールの大きな詩を作ることを、大海原で鯨をひっ捕らえること
に喩えている。杜甫「戯れに六絶句を為
つく
る」その四（ 『杜詩詳注』巻一一）で、その時代に文才のとびぬけた者がい
ないことを指摘して、 或
ある
いは看る
 
翡翠蘭
の上、未だ鯨魚を掣
ひかず
 
碧海の中」とある。
11○朝来一句
 
劉景文
の詩のすばらしさを述べて る。雲漢は、天の川。 『詩経』大雅「雲漢」に「倬
たく
たる彼
かの雲漢、昭
ひか
りて天に回
めぐ
る」と
あり、そ
箋に「雲漢は、天の河を謂う也」とある。
12○顧我一句
 
蘇軾自身の詩を絞り染めに喩えて、
11句で称
えた劉景文の詩 くらべて遜色があると述べている。点纈は、絞り染めの紋様。纈は纈紋。蘇軾「客を有美堂に会す……」その二の注（ 『蘇東坡詩集』第二冊五六三頁） 参照
13○趙陳在戸外
 
欧陽は欧陽
・欧陽辯兄弟を、趙は
趙景
を、陳は陳師道を指す。
14○急掃一句
 
木屑は、おがくず
0
0
0
0。一句は、東晉・陶侃の故事を踏まえる。用意周到
で、しかも節約家であった陶侃は、船役人に命じて船で出るおがくず
0
0
0
0を捨てずに貯えさせておいた。やがて元旦、雪
でぬかるんだ地面にそのおがくず
0
0
0
0を撒かせて地面を整えた。おかげで、元旦の拝賀式は滞りなく執り行なわれた、と
いうエピソードがある（ 『世説新語』政事
） 。
15○交游一句
 
交游は、蘇軾と劉景文との交遊を指す。
15 16句につい
て、一韓智
の聞書に「交情ハ、雪柏ノ節操ヲ保ツガ如クニ堅固ナレドモ、人事ノナライニ、聚散ハナクテハカナハ
ヌモノゾ。其 （レ） ヲバ何トセウゾ。聚散ハ、風前ノ花ノ瞥爾ニ散 （ル ガ如キゾ。瞥ハ、マタタキスルヲ云 （フ） ゾ。交遊ハ、坡ト景文トゾ」 。雪柏堅は、雪にも枯れない柏（コノテガシワ） 。柏の強靱さを強調して述べたもの
16○聚散
一句
 
劉景文が任地の隰州へ向かわねばならないことを踏まえて、途中、潁州に立ち寄った劉景文と詩のやりとりが
できるのも束の間であることを言う。瑞渓周鳳 に「言フココロハ、暫聚スト雖モ、便散スルコト恰
あたか
モ華ノ風前ニ
在リテ瞥爾ニ便散スルニ似ル也。時ニ 文
 
潁ニ来タルハ、 蓋シ暫時ナル耳
のみ
。又タ当
まさ
ニ帰去スベシ」 とある。聚散は、
離合集散。風花は、風に吹かれて散る花 蘇軾「呂梁 仲屯田 次韻す」 の注（ 『蘇東坡詩集』第四冊三四一頁）を参照。
17○一尺泥
 
ぬかるみの深いさま。白居易「秋霖中、裴令公より招かれて早
つと
に出
いでて会に赴くとき、馬上に
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て先
まず六韻を寄せ奉る」詩（ 『白居易集箋校』巻三三）に「雨は暗し
 
三秋の日、泥の深きこと一尺の時」とあり、
蘇軾「上巳の日、二三子と酒を携えて出遊し、見る所に随って輒ち数句を作る。……」詩（ 『合注』巻二二）に「明朝
 
門外
 
泥一尺、始めて悟る
 
三更
 
雨ふること許
かくの如きを」とある。
20○馬蹄如
鉄
 
馬の蹄が堅いこと。杜
甫「高都護の
馬行」 （ 『杜詩詳注』巻一）に「腕
かいな
 
促つづ
まり蹄
ひづめ
高くして鉄を
ふむが如
ごと
し、交
こう
河か幾たびか曽
そう
氷ひよう
を蹴って裂
く」とある。
は「たおる たふる） 」と訓じるのが一般的であるが、ここでは「ふむ」と訓じる。瑞渓周鳳の説に「言
フココロハ、景文
 
今将
まさ
ニ雪泥ヲ衝
つイテ帰
かえ
去りな
ントス。蓋シ其ノ馬蹄高堅ナルコト銕
てつ
ヲ蹈ムガ如キヲ恃ムガ故也」とあ
る。
　
万松嶺の山中に幾
いく
重えもの黄色い花びらをほころばせて咲きほこる
梅を、毎年酒を携え、雪をかぶった松の
間をぬけて見に行ったものです。劉さんが杭州を去ってしまった後はもういったい誰が訪れるのやら、花の下を訪れた妓女たちは寂しさ極まって心が断ち切れんばかりで ょう。
　
この夜の東斎にじっと座って雪の句を案じていると、両手は亀の甲羅のようにあかぎれし、白鬚は凍てつい
てまさに霜柱のように折れそうです。心を持たぬはずの雪までもむやみに詩に詠まれるのを嫌がったのか、帷と
ば
り帳の間をくぐり抜けて室内に吹き入り、燈を消してしまいました。
　
降る雪を何に擬えるかと謝家の子女がちまちまと
0
0
0
0
0競いあったはけち
0
0なこと、青海原に泳ぐ大鯨 ひっ捕らえ
るような大きなスケールの詩をあなた まだお作りにならないできましたが、朝にな てあなたからお示しいただいた詩は、天の川が天際に流れるよう 雄大で勢
いがあり、わたくしの拙い詩などはせいぜい絞り染めの
しみ
0
0のようなものです。
　
欧陽、趙、陳の諸氏が私を訪ねようと家の外でお待ちですから、急いで庭の雪を掃いて木
おが
くず
を撒かせて道を
ととのえましょう。私とあなた つき合いは、雪 耐える
柏
このてがしわ
同然に堅固なものですが、会ってはまた別れ
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るのは、風に散りゆく花々がちらりと目をかすめるようなはかなさですね。　
まぶしい陽光で雪は融けて道は深くぬかるんでいます、帰ってどれほどの用事があるのかと尋ねてみればほ
ら、答え ほどの事は何も無いとか。このぬかるみが っかり乾いて道がよくなったら帰ってゆくのをゆるしてあげましょう、でも馬の蹄が鉄のように堅いからと言って無理をしてはいけませんよ。
（担当 　
原田直枝）
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